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吉野川中流・下流大規模氾濫に関する減災対策協議会

○ 減災対策協議会は、水防法に基づき設置されたもの。

○ 国、県、市町村等が連携し、大規模氾濫を前提として、浸水被害の軽減に取り組んでいる。

取組事例（令和６年度マイ・タイムライン

講習会（つるぎ町開催））

協議会開催時の様子（令和６年３月２６日）

協議会の開催結果については、徳島河川国道事務所ホームページで公開しています。
URL ： https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/yoshinoriver/saikoutiku/taisakukaigi.htm
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気候変動による水災害の頻発化・激甚化

○ 短時間強雨の発生の増加や台風の大型化等により、近年は浸水被害が頻発しており、既に地球温暖化の
影響が顕在化しているとみられ、今後さらに気候変動による水災害の頻発化・激甚化が予測されている。



【吉野川】平成１６年１０月台風２３号における浸水被害

○平成16年10月台風第23号による豪雨では、吉野川本川で戦後最大規模の流量を記録した。溢水氾濫、内水氾濫により吉野川流域全体では、
床上浸水745棟、床下浸水1,975棟、浸水面積7,645haの被害が発生した。また旧吉野川流域でも、床上浸水139棟、床下浸水457棟、浸水
面積約3,120haの被害が発生した。

○加えて17箇所の堤防漏水、 28箇所の河岸侵食の被害が発生した。
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：溢水氾濫
：内水氾濫
：漏水
：侵食

H16.10台風23号による浸水範囲

（溢水はん濫）
H16.10台風23号による浸水範囲
（内水はん濫）

凡 例



①
②

③

【鳴門市】支川による内水被害

○ 戦後最大流量を記録した平成16年台風23号では、鳴門市も1490haにわたる浸水が発生し、床上浸水365戸、床下浸水616戸に上る内水被害
が発生した。吉野川本川からの外水による浸水被害が少ない洪水であっても、甚大な内水被害については高頻度でもたらされている。

【洪水時】

【平水時】

【平水時】

鍛冶屋川

旧吉野川

【洪水時】

鍛冶屋川

旧吉野川
【平水時】

旧吉野川

【洪水時】

旧吉野川
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①

② ③



出典：令和6年度 水管理・国土保全局関係予算概要（令和6年1月）より

激甚化・頻発化する水災害
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○ 時間雨量50mmを超える短時間強雨の発生件数が増加。

○ 過去の降雨等に基づき定めた治水計画に基づく施設整備では地域に示している洪水の氾濫防止は達成
できない、かつ、現在の河川整備の進捗状況では気候変動のスピードに対応できず、相対的に安全度
は低下していくことが懸念される。



高知

徳島

高松

松山

香川県

高知県

愛媛県

吉野川
旧吉野川

今切川

平均年総雨量 単位：mm
統計期間：1992～2021年
気象庁提供

徳島県

那賀川

統計期間1978年～2007年の年平均降水量 統計期間1992年～2021年の年平均降水量

激甚化・頻発化する水災害（四国地方）

作成：徳島河川国道事務所
出典（データ）：気象庁

凡例
3,000mm以上
吉野川流域
那賀川流域

凡例
3,000mm以上
吉野川流域
那賀川流域
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那賀川

○ 四国における年平均降水量3,000mm以上の範囲は、近年増加している。

○ 吉野川・那賀川流域は日本有数の多雨地帯であり、近年では年平均降水量3,000mm以上の範囲が本川
上流域で拡大。



激甚化・頻発化する水災害（吉野川）
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○ 吉野川（岩津地点）における雨量の平均は、近年増加傾向であることを確認。
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H26～R5

平均271㎜/2日

T2～T11
平均201㎜/2日

T2～T11

平均6,365m3/s

H26～R5

平均7,525m3/s

約1.3倍 約1.2倍

雨量 流量



※浸水範囲等のリスク表示の実施にあたっては、吉野川の無堤部対策は吉野川水系河川整備計画H29.12に記載している対策内容の実施を前提としているが、今後の整備内容によって浸水範囲等が変わる場合がある。
※旧吉野川の無堤部の対策方法は、家屋浸水解消を優先しつつ、河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する予定であるため、浸水範囲は表示していない。
※浸水範囲等のリスク表示の実施にあたっては、支川の（決壊による）氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮していない。
※今後の浸水範囲等のリスク表示精度の向上等により、数値等が変わる可能性がある。

【吉野川】降雨量の増加による影響

■気候変動に伴う水害リスクの増大

＜現況＞

浸水世帯数
約10,600世帯

浸水世帯数
約53,900世帯

＜気候変動考慮（降雨量1.1倍）＞
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徳島市

阿波市 北島町

吉野川市

石井町

松茂町

上板町

板野町

鳴門市

徳島市

阿波市 北島町

吉野川市

石井町

松茂町

上板町

板野町

鳴門市

藍住町 藍住町

○ これまでの戦後最大規模の洪水の降雨量が、気候変動の影響により増加した場合、吉野川流域では、
浸水被害世帯数が、従来想定の約5倍となる 約53,900世帯 になると想定される。



これから

将来における変化

気候変動の影響＝“抑える”対象の変化 社会構造の変化＝“守る” 対象の変化

・整備を上回る速度で影響が顕在化
・今後もこれまでの想定どおりに安全度を
向上させてることは困難

・人口減少や高齢化・少子化に伴う、
国土・土地利用の最適化の要請
・産業構造の変化

これまで

新たな計画 ＝ 治水計画の改定 新たな対策 ＝ 流域治水

今後の水災害対策（「治水計画の改定」・「流域治水」）
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○ 今後、気候変動の影響による豪雨の頻発化・激甚化に加え、社会構造の変化による人口減少や高齢化・
少子化などの様々な変化が想定。

○ 将来の気候変動の影響による降雨量などの外力の増大や社会構造の変化に対し、新たな水災害対策
（治水計画の改定、流域治水）が必要。



出典：第六十六回 河川分科会 配布資料（国土交通省 水管理・国土保全局）より

今後の水災害対策（治水計画の改定）
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○ 治水計画を、過去の降雨実績に基づく計画」から

「気候変動による降雨量の増加などを考慮した計画」に見直し



■吉野川（岩津）における治水目標【河川整備基本方針】

流量
m3/ｓ

16,600

2,800

19,400

現行河川整備計画

洪水調節施設

河道

変更河川整備計画（検討中）

■吉野川（岩津）における治水目標【河川整備計画】

18,000

24,000

現行河川整備基本方針

流量
m3/ｓ

変更河川整備基本方針（検討中）

洪水調節施設

河道

6,000

今後の水災害対策（治水計画の改定） 【吉野川水系 検討中】
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【治水計画の変更案】
○ 気候変動による降雨量の増加等を考慮した吉野川基準地点岩津の基本高水のピーク流量及び、洪水調節

施設等による調節や河道への配分流量を検討中

○ 基本方針変更後は、河川整備計画を気候変動による降雨量の増加等を考慮した計画に変更が必要。



県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

土地のリスク情報の充実
[国・県]
水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]
長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]
工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]
不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]
排水門等の整備、排水強化

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]
雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]
二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

氾濫域 氾濫域

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

今後の水災害対策（流域治水の施策イメージ）
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○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行
う治水対策、「流域治水」へ転換。

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみなら
ず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、
②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一
体で多層的に進める。



徳島県

吉野川

水門改築

堤防整備

侵食対策

侵食対策

河道掘削等
(飯尾川)

河道掘削等
(熊谷川)

河道掘削等 侵食対策

輪中堤整備

輪中堤整備

河道掘削等

河道掘削等

河道掘削等

河川防災ステーション

堤防整備
堤防整備

堤防整備

堤防整備

河道掘削等
(土井谷川)

漏水対策
(貞光川)

堤防整備

地震・津波対策

河道掘削等
(黒谷川)

地震・津波対策
(大谷川)

堤防整備等
(新池川)

なるとし

鳴門市

排水機場の耐水化【下水】

排水機場の耐水化【下水】

きたじまちょう

北島町

排水機場の耐水化【下水】

海岸保全施設の整備

みまし

美馬市

排水ポンプ車配備
田んぼダムの整備【農水】

いしいちょう

石井町

地域情報チャンネル開設
ワンコイン浸水センサによる
リアルタイムでの情報把握

あわし

阿波市

排水ポンプ車配備

土地利用規制の指導・保全

つるぎ町

土地利用規制の策定
止水壁の設置
家屋移転

情報配信アプリの運用
小中学校における防災教育

土地利用規制の指導・保全

土地利用規制の
指導・保全

土地利用規制の策定

農業用ため池の活用【農水】 河道掘削等
(多々羅川)

堤防整備等
(園瀬川)

都市下水路の整備【下水】

輪中堤整備

池田ダム

宮川内ダム

事前放流

夏子ダム

事前放流

香川県

かみやまちょう

神山町

森林の整備・保全【林野】

さなごうちそん

佐那河内村

森林の整備・保全【林野】

庁舎の耐水化

庁舎の耐水化

河道掘削等
(ほたる川)

防潮堤の運用【民間】

いたのちょう

板野町

雨水貯留施設の整備

小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催
高齢者学級における水害リスクに
対する理解促進

農振地域における指導【農水】

避難路整備【都市】

河道掘削等
(蝉谷川)

岩津(阿波市)

とくしまし

徳島市

都市下水路の整備【下水】
雨水貯留施設の整備
排水機場及び水路の整備【道路】
ポンプ場の耐水化【下水】

立地適正化計画による防災まちづくり【都市】

重要水防箇所の合同点検、水防資機材の定期
点検、水防訓練
ワンコイン浸水センサによるリアルタイムで
の情報把握【ＤＸ】

ひがしみよしちょう

東みよし町

排水路整備に向けた内水解析【都市】
ワンコイン浸水センサによるリアルタ
イムでの情報把握
情報配信アプリの運用
小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催

森林の整備・保全【林野】

ポンプ場の耐水化【下水】

田んぼダムの整備【農水】

とくしまけん

徳島県

開発許可の厳格化【都市】

家屋移転の促進
とくしま流域水管理計画の推進

河道掘削等、堤防整備 等
森林の整備・保全【林野】
農地保全【農水】
水田活用の検討【農水】
農業用ため池の活用【農水】
砂防施設の整備等
海岸保全施設の整備

開発許可の厳格化【都市】

漏水対策
水門新設

侵食対策

地震・津波対策

かみいたちょう

上板町

排水機場の長寿命化
暗渠排水路の整備

避難確保計画等担当者会の開催

指定緊急避難場所周知徹底
キャンペーン

あいずみちょう

藍住町

浄化槽の雨水貯留施設への転用補助

小中学校における防災教育

堤防整備

河道掘削等

堤防整備 輪中堤整備

⃝吉野川及び旧吉野川では、国管理区間において、吉野川は戦後最大流量を記録した平成１６年１０月洪水、旧吉野川は戦後最大流量を記録した昭和５
０年８月洪水が、気候変動（２℃上昇）を考慮し流量が増加した場合においても、（降雨量を1.1倍とした場合）目標とする治水安全度を確保し、追加
の対策により浸水被害の防止を図る。

⃝吉野川は、既設ダムの有効活用、河道掘削等、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保により洪水を安全に流下させる。
⃝旧吉野川は、無堤地区については、堤防整備・宅地嵩上げ・家屋移転など、まちづくりと一体となった家屋浸水リスクの解消に取り組むものとし、河

道掘削等、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保と合わせ家屋浸水被害の防止を図る。
⃝また、上記対策の実施にあたっては、河川環境の保全・創出のため多自然川づくりを推進する。

【位置図】 凡例
堤防整備、侵食対策 等
河道掘削 等
水門新設・改築 等
大臣管理区間
実施した取り組み
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

※黄色ハッチ、赤文字は新規追加

まちづくりと一体となった
家屋浸水リスクの解消
河道掘削等

雨水貯留施設の整備

河道掘削等

撫養川(地震・津波対策)

漏水対策

侵食対策

森林整備センター

森林の整備・保全【林野】

四国森林管理局

森林の整備・保全【林野】

旧吉野川

今切川

吉野川

園瀬川

鮎喰川

飯尾川

川田川穴
吹
川

河道掘削等

曽
江
谷
川

日
開
谷
川

宮川内谷川

河道掘削

堤防整備

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討する。
※「抜本的な第十堰の対策のあり方」については、引き続き調査・検討を進めていく。

まつしげちょう

松茂町

農業用水路の事前放流【農水】
下水路の事前放流【下水】
ポンプ場の耐水化【下水】
及びストックマネジメント

※吉野川、旧吉野川の本川や支川における氾濫貯留機能の活用等も検討する。（国及び徳島県）
※特定都市河川の指定に向けた準備（合意形成など）の実施(徳島県)

内水浸水想定区域図の作成
小中学校における防災教育
防災フェスティバルの開催

ちほうきしょうだい

地方気象台

防災訓練・気象防災ワークショップ

こくどちりいん

国土地理院

デジタル技術を活用した災害情
報や災害リスクの可視化・高度
化

ハザードマップの改良
小中学校における防災教育

もとやまちょう
本山町

おおかわむら
大川村

高知県

こうちけん

高知県

堤防整備
河川環境の整備と保全
森林の整備・保全【林野】
砂防施設の整備等

徳島県

愛媛県

堤防整備
（地蔵寺川）

早明浦ダム再生

とさちょう

土佐町

森林の整備・保全【林野】
農地保全【農水】

砂防施設の整備等
（吉野川砂防）

おおとよちょう
大豊町

とさちょう
土佐町

ちょう
いの町

大規模土砂災害（河道閉塞等）の対応を
関係機関等と連携して実施

既設ダムの有効活用等
※技術的な検討は今後実施

みよしし

三好市

森林の整備・保全【林野】

河道掘削等

よしのがわし

吉野川市

農業用ため池の活用【農水】

調整池の整備

土地利用規制の指導・保全・拡大
立地適正化計画(防災指針)の作成【都市】

農業用ため池の活用【農水】

ワンコイン浸水センサによるリアルタイムで
の情報把握

立地適正化計画による防災まちづくり【都市】

情報配信アプリの運用

浸水想定区域の指定

避難路整備【都市】 防災教育の実施
水害リスク空白域の解消

土地利用規制の策定
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○吉野川及び旧吉野川では、国管理区間において、吉野川は戦後最大流量を記録した平成16年10月洪水、旧吉野川は戦後最大流量を記録
した昭和50年8月洪水が、気候変動（2℃上昇）を考慮し流量が増加した場合においても、（降雨量を1.1倍とした場合）目標とする治水
安全度を確保し、追加の対策により浸水被害の防止を図る。

○吉野川は、既設ダムの有効活用、河道掘削、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保により洪水を安全に流下させる。
○旧吉野川は、無堤地区について、堤防整備・宅地嵩上げ・家屋移転など、まちづくりと一体となった家屋浸水リスクの解消に取り組むも
のとし、河道掘削、遊水地等の新たな洪水調節機能の確保と合わせ家屋浸水被害の防止を図る。

○また、上記対策の実施にあたっては、河川環境の保全・創出のため多自然川づくりを推進する。


